
　
第
三
十
五
回
青
森
県
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術

部
門
に
お
い
て
、
美
術

コ
ー
ス
二
年
生
の
志
田
真

菜
実
さ
ん
が
「
最
優
秀

賞
」、
同
じ
く
二
年
生
太

田
佑
佳
さ
ん
が
二
位
に
あ

た
る
「
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
、
来
年
度
滋
賀
県
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
参

加
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全

国
大
会
へ
の
出
場
は
九
年

連
続
と
な
り
ま
す
。
更
に
、

今
年
度
の
高
総
文
祭
の
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
同
コ
ー
ス
二
年
生
太

田
佑
佳
さ
ん
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
受

賞
し
た
志
田
真
菜
実
さ
ん

に
感
想
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
作
品
の
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
た
の
は
放
課
後
の

音
楽
室
で
チ
ュ
ー
バ
を
吹

く
女
子
生
徒
で
し
た
。
苦

労
し
た
の
は
質
感
の
描
写

で
す
。
チ
ュ
ー
バ
が
夕
日

を
浴
び
て
き
ら
き
ら
光
る

と
こ
ろ
や
、
チ
ュ
ー
バ
を

支
え
て
い
る
力
強
い
腕
の

表
現
が
難
し
か
っ
た
で
す

が
、
先
生
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
よ
っ
て
、
上
手
く
描

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
油
絵
を
勉
強

し
た
い
と
思
え
る
貴
重
な

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
努
力
の
末
、
最
優
秀

○
北
澤
（
昆
）
明
美

�

（
26
回
生
）

○
菅
沼
（
種
市
）
麗
佳

�

（
31
回
生
）

○
金
田
（
下
田
）
桂
衣

�

（
34
回
生
）

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
婚
披
露
宴
の
日
時
を
連
絡

頂
き
ま
す
と
本
部
事
務
局
よ

り
祝
電
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

賞
を
い
た
だ
き
、
全
国
大
会

へ
の
出
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

支
え
て
く
れ
た
両
親
、
先
生

方
、
友
達
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
励
ま
し
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
今
回
の
受
賞
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

高
総
文
で
得
た
経
験
を
生
か

し
、
作
品
制
作
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。」
と
話
し
、
こ

れ
ま
で
の
制
作
を
振
り
返
る

と
と
も
に
受
賞
の
喜
び
を
噛

み
し
め
て
い
ま
し
た
。

第
35
回
青
森
県
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

最
優
秀
賞

美
術
部
門 

最
優
秀
賞
　
受
賞

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
さ
ん
が
八
戸
工
業
大
学

第
二
高
等
学
校
で
過
ご
し
た

三
年
間
は
、
知
識
の
習
得
の

み
な
ら
ず
、
友
情
と
信
頼
を

育
み
、
心
身
共
に
成
長
さ
せ
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
向
け
、

勇
気
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

上
で
の
確
か
な
基
礎
づ
く
り

で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
健
や
か
で
幸
多
い

人
生
を
歩
ま
れ
ま
す
よ
う
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
と
共
に
、
母
校

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
会
員
数

は
一
万
人
を
超
え
、
地
元
八

戸
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
で
、

そ
し
て
、
各
界
、
各
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
、
大

変
に
心
強
く
、
そ
し
て
希
望

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

本
年
、
母
校
は
創
立
四
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
五

十
年
に
「
県
内
随
一
の
私
立

進
学
校
」
を
目
指
し
て
、
大

開
の
地
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

四
十
年
間
の
教
育
活
動
の
実

践
と
そ
の
成
果
が
結
実
し
て

い
る
こ
と
に
、
同
窓
生
と
し

て
大
き
な
喜
び
と
誇
り
を
感

じ
ま
す
。

　

す
で
に
、
同
窓
会
、
後
援

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ

会
の
四
社
に
よ
る
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
記
念
式
典

な
ど
に
向
け
た
準
備
に
着
手

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一

連
の
事
業
進
め
る
に
あ
た
り
、

改
め
て
母
校
に
寄
せ
る
感
謝

の
気
持
ち
と
一
層
の
発
展
へ

の
願
い
を
形
に
す
べ
く
、
同

窓
生
の
英
知
と
行
動
力
を
集

結
し
て
、
同
窓
会
が
中
心
的

役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

母
校
の
発
展
は
ま
さ
に
同

窓
生
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
喜
び
で
あ

る
と
い
う
思
い
の
も
と
、
会

員
の
「
力
」、
現
在
各
分
野

で
発
揮
し
て
い
る
才
能
や
技

能
、
技
術
な
ど
を
様
々
な
形

で
披
露
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
相
互
の
強
い
絆
で
、

母
校
の
教
育
の
一
層
の
充
実

と
発
展
を
支
援
す
る
た
め
に
、

同
窓
会
の
活
動
に
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

美
術
部
門
最
優
秀
賞
作
品 「
放
課
後
練
習
」
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『今こそ英知と意気を』
同窓会会長　熊　谷　雄　一
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昨
年
６
月
、
本
校
40
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
発

足
さ
れ
、
規
約
・
組
織
・
事

業
計
画
・
趣
意
書
の
承
認
が

さ
れ
ま
し
た
。
現
段
階
で
の

計
画
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

創
立
40
周
年
記
念
式
典
は
、

今
年
10
月
16
日
に
本
校
に
て

実
施
し
ま
す
。
同
日
に
記
念

講
演
会
や
音
楽
会
が
本
校
に

て
、
祝
賀
会
は
八
戸
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
に
て
実
施
予
定
で
す
。

こ
の
他
、
記
念
事
業
と
し
て

次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
教
育
機
器
・
設
備
事
業

②
教
育
活
性
化
基
金

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
土
手
の
植
樹

　

事
業　
　
　

④
記
念
美
術
展

⑤
時
計
台
の
更
新

　

ま
た
、
新
聞
広
告
（
記
念

式
典
等
実
施
の
広
告
）
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

　

同
窓
会
で
も
記
念
事
業
に

協
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

協
賛
金
の
審
議
は
、
昨
年
８

月
９
日
の
光
彩
会
総
会
に
お

い
て
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
計
画
と
し
て
、

今
後
の
予
定
は
以
下
の
通
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
月　

創
立
40
周
年
記
念

事
業
実
行
委
委
員
会
第
２
回

会
議
の
開
催

  

７
月　

式
典
当
日
に
お
け

る
各
係
分
担
の
決
定

　

８
月　

記
念
式
典
及
び
祝

賀
会
案
内
状
の
発
送
準
備

　

10
月　

創
立
40
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
役
員
会

式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
の

最
終
確
認

　

10
月
16
日　

創
立
40
周
年

記
念
式
典
の
開
催

　

な
お
、
同
窓
会
か
ら
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
会
員
と

し
て
承
認
さ
れ
た
の
は
、
以

下
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

会
長　
　

熊
谷　

雄
一

　

副
会
長　

田
野
岡
嗣
典

　

会
計　
　

田
中　
　

洋

　

幹
事　
　

石
塚　

利
孝

　

幹
事　
　

関
野　

洋
史

　

幹
事　
　

岩
淵　

義
昭

　

幹
事　
　

越
後
喜
代
志

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
、

住
吉
治
彦
氏
が
副
会
長
、
杉

本
佳
子
氏
が
監
事
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
と
し
て
も
母
校
の

40
周
年
記
念
事
業
を
後
押
し

す
る
た
め
、
会
員
の
皆
様
の

力
が
必
要
で
す
。

　

是
非
と
も
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

＊
平
成
25
年
夏
、
大
学
側
通

用
門
か
ら
生
徒
昇
降
口
ま
で

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
伐
採
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
強
風
の
際
の

枝
折
れ
・
落
下
な
ど
大
変
危

険
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
理

由
で
す
。
校
舎
か
ら
の
見
晴

ら
し
が
圧
倒
的
に
良
く
な
り

ま
し
た
が
、
反
面
何
か
寂
し

い
感
じ
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、「
新
た
に
中
木
で
き

れ
い
な
花
が
咲
く
木
を
代
わ

り
に
植
え
た
い
」
と
の
学
校

側
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
40

周
年
記
念
事
業
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
土
手
の
植
樹
事
業
を

行
う
予
定
で
す
。

←
上
の
写
真
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

　

杉
伐
採
後
の
様
子
で
す
。

　
　

〈
関
東
地
区
幹
事
〉

一
組　

松　

本　

彩　

希

二
組　

河
原
木　

亜　

衣

三
組　

岩　

織　

勇　

太

　
　
　

丸　

山　

乃
絵
留

四
組　

中　

道　

美
乃
文

五
組　

工　

藤　

吏　

紗

六
組　

岩　

舘　

竜
太
郎

七
組　

上　

野　

柚　

子

　
　
　

鈴　

木　

文　

菜

　
　

〈
仙
台
地
区
幹
事
〉

一
組　

本　

堂　

華　

菜

二
組　

長　

松　

志　

織

三
組　

角　

濱　

実　

希

四
組　

市　

沢　

潤　

人

　
　
　

中　

村　

滉　

太

五
組　

松　

山　

夏　

海

六
組　

中　

村　

怜　

佳

七
組　

源　

波　

拓　

巳

　
　
　

坂　

上　

滉　

平

　
　
　

峰　

村　

巧　

光

　
　

〈
八
戸
地
区
幹
事
〉

一
組　

佐　

藤　

光　

伶

　
　
　

田　

髙　

莉　

紗

　
　
　

大
久
保　

朋　

子

二
組　

赤　

坂　

耕
太
郎

三
組　

川　

村　

優　

貴

　
　
　

繋　
　
　

鮎　

美

四
組　

岩　

崎　

希　

美

　
　
　

小　

松　

薫　

子

　
　
　

清　

水　
　
　

葵

五
組　

山　

崎　

翔　

平

六
組　

内　

城　

可
奈
子

七
組　

伊　

藤　

大　

央

　
　
　

佐　

藤　

晴　

香

　
　
　

澤　

口　
　
　

潤

　
　
　

三　

浦　

あ
か
り

　

一
年
間
お
願
い
し
ま
す
。

「
三
年
間
の
変
化
」

�

大
久
保
　
朋
子

　

二
高
に
入
学
し
て
私
は
変

わ
っ
た
。

　

過
去
の
私
は
、
行
動
を
起

こ
す
前
か
ら
無
理
だ
と
勝
手

に
思
い
こ
ん
で
い
た
。
三
年

経
っ
て
、
何
事
も
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
前
向
き
な
考
え

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
Ｓ
Ｃ
コ
ー
ス
の
仲

間
と
と
も
に
、
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
支
え
合
い
な
が

ら
乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
だ

と
実
感
し
て
い
る
。

　

毎
日
夕
方
六
時
半
ま
で
行

わ
れ
た
放
課
後
講
習
は
、
入

学
当
初
、
集
中
力
が
続
か

ず
苦
痛
だ
っ
た
。
し
か
し
、

徐
々
に
そ
れ
が
当
た
り
前
と

「
感
謝
」

　
　
　
　
　
　
對
馬
　
優
樹

私
が
二
高
で
過
ご
し
た
三
年

間
は
、
と
て
も
充
実
し
た

日
々
だ
っ
た
。

　

私
が
三
年
間
で
も
っ
と
も

力
を
入
れ
た
の
は
部
活
動

だ
。
私
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
し
て
い
た
。
高
校
の
サ
ッ

カ
ー
は
、
小
学
校
中
学
校
よ

り
も
更
に
レ
ベ
ル
の
高
い
も

の
で
、
私
は
常
に
上
を
目
指

そ
う
と
努
力
し
て
き
た
。
三

年
時
に
は
副
部
長
を
任
せ
ら

れ
た
が
、
最
初
は
部
員
を
上

手
く
ま
と
め
ら
れ
る
か
不
安

だ
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
三

年
生
の
協
力
も
あ
り
、
次
第

に
部
員
が
つ
い
て
き
て
く
れ

卒
業
生
か
ら
の
声

た
。
気
が
つ
く
と
、
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
副
部

長
と
し
て
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
試
合

中
で
は
、
自
信
を
持
っ
て
指

示
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
高

総
体
で
も
最
高
の
プ
レ
ー
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
は
サ
ッ
カ
ー
部
副
部
長

の
経
験
を
通
し
て
、
責
任
感
、

協
調
性
、
忍
耐
力
を
学
ん
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
私
を
一
回
り

も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
三
年
間
支
え
て
く
れ
た

先
生
方
や
友
達
、
そ
し
て
両

親
の
お
か
げ
で
あ
る
。
最
後

に
、
勉
学
だ
け
で
な
く
人
間

的
に
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

二
高
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

な
り
、
毎
日
の
積
み
重
ね
は
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自

分
を
変
え
て
く
れ
た
。
こ
れ

は
三
年
経
っ
て
分
か
っ
た
こ

と
だ
。
ま
た
、
勉
強
以
外
に

迷
い
が
あ
っ
た
と
き
、
親
身

に
な
っ
て
寄
り
添
っ
て
下

さ
っ
た
。
先
生
方
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
自
分
が
変

わ
れ
た
と
思
う
。
二
高
で
学

ぶ
道
を
選
ん
で
い
な
か
っ
た

ら
、
き
っ
と
こ
の
よ
う
な
充

実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
や
仲
間
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
胸
に
、
春
か
ら
始

ま
る
大
学
生
活
で
も
、
常
に

目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い

き
た
い
。

二高40周年記念事業に向けて
～記念事業実行委員会 今後の予定～

飛 翔 Ｏ Ｂ 会 (2)平成２7年３月２日 第　22　号

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII

平
成
27
年
度

　
40
回
生
幹
事
決
定



　
平
成
26
年
３
月
15
日
午
後

６
時
よ
り
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、「
第
38
期
八

戸
工
業
大
学
第
二
高
等
学
校

同
窓
会
定
例
幹
事
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
谷
雄
一
会
長
の
挨
拶
の

あ
と
に
、
議
題
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
号
議
案

「
第
38
期
平
成
25
年
度
活
動

報
告
及
び
会
計
報
告
」
会
計

報
告
の
前
に
柄
本
監
事
よ
り

会
計
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
る
。

　
第
二
号
議
案

「
第
39
期
平
成
26
年
度
活
動

計
画
及
び
会
計
計
画
」

　
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
る
。

　
第
三
号
議
案

「
同
窓
会
内
規
改
定
の
件
」

　
第
一
章
４
、
仙
台
連
絡
所
、

小
野
仙
台
支
部
長
引
っ
越
し

の
た
め
、
住
所
変
更
を
し
た
。

新
住
所
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
る
。

　
第
四
号
議
案

「
創
立
40
周
年
記
念
行
事
の

件
」

　
来
年
、
創
立
40
周
年
記
念

事
業
を
実
施
予
定
だ
が
、
６

月
の
記
念
事
業
部
が
立
ち
上

げ
後
、
同
窓
会
で
も
協
力
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
協
賛
金

の
審
議
は
、
８
月
９
日
の
光

彩
会
総
会
に
合
わ
せ
て
臨
時

同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
る
。

　
そ
の
他
、
小
山
関
東
支
部

長
か
ら
一
年
間
の
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
長
年
母
校

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
「
野
村
英
治
先
生
・
田
名

部
一
馬
先
生
の
還
暦
を
祝
う

会
」
を
開
催
し
、
当
時
先
生

に
教
わ
っ
た
同
窓
生
60
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
在
学
中
の

思
い
出
な
ど
を
先
生
と
語
り

合
い
、
有
意
義
な
一
時
を
過

ご
し
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
願
い

　
住
所
の
移
転
や
進
路
の
変

更
が
あ
る
時
に
は
、
返
信
用

葉
書
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

葉
書
に
は
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
期
会
を
開
催
の
際
は
、

案
内
状
を
事
務
局
に
連
絡
戴

け
れ
ば
、
本
部
事
務
局
よ
り

援
助
金
一
万
円
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　
平
成
26
年
８
月
９
日
、
八

戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
、
八

工
大
二
高
７
回
生
（
七
菜

会
）
の
同
期
会
を
行
い
ま
し

た
。
数
十
年
前
に
一
度
行
っ

た
き
り
で
し
た
の
で
不
安
を

抱
え
な
が
ら
の
開
催
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
各
ク
ラ
ス
代

表
幹
事
の
方
々
の
お
陰
で
無

事
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
も
参

加
し
て
く
れ
た
先
生
方
や
同

期
生
を
含
め
、
50
名
以
上
の

参
加
人
数
は
と
て
も
感
動
致

し
ま
し
た
。
積
も
る
話
に
皆

さ
ん
笑
顔
で
、
一
瞬
に
し
て

「
あ
の
頃
の
あ
の
時
間
」
に

◎
大
久
保
　
平�

（
20
回
生
）

　
今
年
度
は
、
一
年
生
の
担

任
を
し
て
い
ま
す
。

�

三
鷹
市
立
第
二
中
学
校

◎
北
澤
（
昆
）
明
美　

�
(

26
回
生)

　
六
月
に
結
婚
し
て
、
青
森

市
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

◎
岩
織
　
博
美�

（
25
回
生
）

　
10
歳
と
１
歳
の
息
子
た
ち

の
子
育
て
を
主
人
と
２
人
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◎
岡
崎
（
小
笠
原
）
圭
子

�

（
31
回
生
）

　
去
年
９
月
に
長
女
を
出
産

し
ま
し
た
。

◎
志
賀
　
　
晶�

（
35
回
生
）

　
種
差
海
岸
と
子
ど
も
の
国

で
引
馬
を
し
て
い
ま
す
。

�

八
戸
工
業
大
学
大
学
院

◎
貝
守
　
拓
哉�

（
39
回
生
）

　
勉
強
と
サ
ー
ク
ル
を
両
立

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

�

岩
手
大
学

◎
成
田
　
道
子�

(

39
回
生
）

　
勉
強
は
大
変
で
す
が
、
毎

日
が
本
当
に
充
実
し
て
お
り
、

楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。

�

八
戸
看
護
専
門
学
校

◎
壬
生
　
美
咲�

（
39
回
生
）

　

科
の
み
ん
な
仲
良
く
て
、

大
学
は
と
て
も
楽
し
い
の
で

す
が
、
八
戸
の
環
境
も
恋
し

い
で
す
。

�

青
森
県
立
保
健
大
学

◎
三
戸
恵
里
香�

（
39
回
生
）

　
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

�

八
戸
学
院
短
期
大
学

◎
今
川
　
裕
介�

（
39
回
生
）

　
部
活
に
明
け
暮
れ
、
帰
省

も
で
き
ま
せ
ん
。

�

仙
台
大
学

◎
小
泉
　
早
紀�

(

39
回
生
）

　
毎
日
、
ピ
ア
ノ
の
練
習
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。
勉
強
と

バ
イ
ト
の
両
方
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

�

東
北
女
子
大
学

◎
冨
岡
　
美
生�

（
39
回
生
）

　
昼
は
庭
の
ホ
テ
ル
、
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き
、

夜
は
ホ
テ
ル
で
研
修
し
て
い

ま
す
。
充
実
し
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

�

ツ
ー
リ
ズ
ム
専
門
学
校

◎
宮
川
　
瑞
季�

（
39
回
生
）

　
テ
ス
ト
範
囲
の
広
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

�

尚
絅
学
院
大
学

第
38
期
定
例
幹
事
会
総
会
を
開
催

戻
り
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘

れ
る
く
ら
い
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。
最
後
に
は
、
司
会

者
の
計
ら
い
で
高
校
生
活
の

暴
露
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
ま
た
の
再
会
は
55
歳
。
今

回
よ
り
も
次
回
と
い
う
よ
う

に
、
同
期
生
か
ら
同
期
生
に

声
を
か
け
な
が
ら
、
毎
回
参

加
人
数
が
増
え
て
く
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
発
起
人
代
表　

　
　
　
　
元
三
年
Ｃ
組　

�

坂
井　
千
秋　

�

（
旧
姓　
米
田
）

七
回
生
同
期
会 

開
催
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高
校
を
卒
業
し
三
十
年
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
を

書
く
機
会
を
与
え
ら
れ
、
ふ

と
振
り
返
る
と
高
校
時
代
で

の
多
く
の
経
験
が
今
の
私
の

思
考
や
行
動
の
多
く
を
形
成

し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。

　

当
時
志
望
の
大
学
合
格
を

目
指
し
な
が
ら
も
、
た
だ
何

と
な
く
何
か
を
探
し
て
高
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

１
．
合
唱
部

　

音
楽
の
先
生
か
ら
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
た
め

に
人
が
足
り
な
い
と
誘
わ
れ
、

土
曜
日
に
お
弁
当
を
つ
く
っ

て
く
れ
る
と
い
う
条
件
で
友

達
と
参
加
。

２
．
囲
碁
将
棋
部

　

多
少
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い

た
の
で
人
数
合
わ
せ
で
囲
碁

将
棋
部
に
参
加
。
史
上
最
弱

の
部
長
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

３
．
放
送
委
員
会

　

全
校
朝
会
の
マ
イ
ク
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
と
何
よ
り
放
送
室

が
自
由
に
使
え
る
と
放
送
委

員
会
を
設
立
し
、
お
昼
の
放

送
を
友
人
と
開
始
し
ま
し
た
。

ケ
ニ
ー
・
ロ
ギ
ン
ズ
や
ス

テ
ィ
ー
ビ
ー
・
ワ
ン
ダ
ー
は

じ
め
当
時
流
行
し
た
洋
楽
や

邦
楽
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

４
．
バ
イ
ク

　

ク
ラ
ス
の
仲
間
と
バ
イ
ク

の
免
許
を
取
得
し
、
一
気
に

行
動
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

十
和
田
湖
、
三
陸
海
岸
、
階

上
岳
な
ど
皆
で
行
っ
た
ツ
ー

リ
ン
グ
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

何
か
目
的
が
あ
っ
た
訳
で
は

な
く
、
当
時
楽
し
い
と
思
え

る
こ
と
を
自
由
に
で
き
た
幸

せ
が
工
大
二
高
に
は
あ
り
ま

し
た
。

　

他
に
も
期
末
試
験
の
テ
ス

ト
で
百
点
を
取
れ
た
ら
と
い

う
条
件
で
、
先
生
の
愛
車
日

産
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
八
戸
ド

ラ
イ
ブ
＆
ラ
ン
チ
に
出
か
け

た
り
、
修
学
旅
行
で
〇
〇
し
、

1
カ
月
間
職
員
室
の
窓
ふ
き

を
昼
休
み
し
た
り
、
隣
の
ク

ラ
ス
の
生
徒
全
員
と
教
室
を

交
換
し
た
り
、
席
を
前
後
ろ

向
き
に
座
っ
て
先
生
を
驚
か

せ
た
り
、
こ
こ
で
は
書
け
な

い
よ
う
な
思
い
出
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
守
っ

て
く
れ
た
担
任
の
野
村
先
生

に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

当
時
は
何
も
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
こ
の
機

会
を
頂
き
文
章
に
し
て
み
る

と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
今
の

私
の
原
点
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
一
番
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
は
高
校
三
年
生
の

体
育
祭
で
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
優

勝
で
し
た
。
私
の

ク
ラ
ス
は
特
別
進

学
コ
ー
ス
で
当
初

原
則
部
活
動
禁
止

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
運
動
部
所
属

が
誰
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
会

一
か
月
前
か
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
放
課

後
に
毎
日
練
習
し

本
番
に
臨
み
ま
し

た
。
帰
宅
す
る
他

の
ク
ラ
ス
の
人
た

ち
か
ら
「
練
習
し

て
も
無
駄
だ
ぞ
！
」
な
ど
と

言
わ
れ
な
が
ら
毎
日
暗
く
な

る
ま
で
練
習
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
三
十
年

た
っ
て
も
や
っ
て
い
る
こ
と

は
変
わ
り
が
な
い
自
分
が
今

こ
こ
に
い
ま
す
。

　

「
楽
し
い
こ
と
を
す
る
」、

「
創
意
工
夫
し
、
無
い
と
こ

ろ
に
道
を
つ
く
る
」、「
挑
戦

を
忘
れ
な
い
」

　

現
在
私
は
、
東
京
都
足
立

区
で
株
式
会
社
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
い

う
人
材
教
育
会
社
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
教
育
会

社
と
い
う
と
セ
ミ
ナ
ー
や
研

修
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

と
思
い
ま
す
が
業
務
は
多
岐

に
渡
り
ま
す
。

１
．
教
育
事
業

企
業
研
修
、
大
学
講
義
、
民

間
の
職
業
訓
練
校
な
ど
の
教

育
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
特

に
簿
記
・
財
務
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

２
．
医
療
介
護
事
業

整
骨
院
・
治
療
院
（
現
在
七

店
舗
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

運
営
。
当
社
の
Ｏ
Ｂ
に
は
プ

ロ
野
球
東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル

ス
の
一
軍
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど

も
お
り
ま
す
。

３
．
地
域
活
性
事
業

（
１
）
足
立
経
済
新
聞
：
海

外
含
め
一
〇
二
支
社
の
み
ん

な
の
経
済
新
聞
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（h

ttp
://a
d
a
ch
i.k
eiza
i.

b
iz/

）
に
所
属
し
、
足
立
区

の
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
世
界
に
発
信
！
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局

Ｃw
a
v
e

（h
ttp
://cw

a
v
e
.

jp
/

）
：
見
れ
る
（
Ｐ
Ｃ
や

ス
マ
ホ
で
見
ら
れ
る
）・
会

え
る
（
す
べ
て
の
番
組
が

公
開
放
送
の
た
め
誰
で
も

M
C

に
会
え
る
こ
と
が
出
来

る
）・
モ
テ
る
（
自
ら
が
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
誰
も

が
簡
単
に
番
組
を
持
つ
こ
と

が
出
来
る
）
の
３
つ
が
ポ
イ

ン
ト
で
人
と
人
が
つ
な
が
る

こ
と
が
目
的
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

（
３
）
イ
ベ
ン
ト
事
業
：
街

飲
み
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

人
が
育
て
ば
ど
ん
な
業
種

や
職
種
で
も
や
っ
て
い
け
る

と
考
え
て
、
私
た
ち
の
会
社

は
「
人
材
教
育
会
社
」
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
来
年
わ

が
社
に
は
新
た
に
五
人
の
新

人
が
入
社
し
ま
す
が
、
全
員

が
東
北
出
身
者
で
す
。
東
北

（
地
方
）
出
身
者
を
採
用
し
、

過
疎
が
進
む
地
方
を
一
緒
に

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
医
療
、
介
護

の
技
術
を
東
京
で
し
っ
か
り

と
学
ん
で
も
ら
い
、
更
に
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
活

性
事
業
な
ど
地
域
づ
く
り
の

重
要
性
を
感
じ
て
、
地
元
に

戻
っ
て
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

工
大
二
高
に
入
学
が
決
ま

り
、
通
学
し
た
初
日
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
が
、
第

一
志
望
の
高
校
を
落

ち
て
き
た
学
生
ば
か

り
で
、
ど
こ
と
な
く

暗
く
、
よ
そ
よ
そ
し

い
初
日
で
し
た
。
そ

ん
な
高
校
生
活
初
日

か
ら
工
大
二
高
で
多

く
の
素
晴
ら
し
い
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

東
京
で
仕
事
を
す
る

こ
と
と
な
り
、
今
感

じ
て
い
る
気
持
ち
は

二
高
に
恩
返
し
を
し

た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

　

東
京
電
機
大
学
の

文
化
祭
実
行
委
員
長
の
鶴
飼

く
ん
、
マ
ル
チ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
Ｌ
Ｉ
Ｐ
さ
ん
、
チ
ン
ド

ン
芸
能
社
の
美
香
さ
ん
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
外
和
さ
ん

な
ど
多
く
の
二
高
卒
業
生
と

出
会
い
、
一
緒
に
仕
事
が
出

来
る
こ
と
が
今
の
一
番
の
喜

び
で
す
。
二
〇
一
三
年
五
月

に
は
「
東
北
に
笑
い
と
音
楽

を
届
け
よ
う
！
」
ツ
ア
ー
を

企
画
し
、
舘
鼻
岸
壁
朝
市
や

ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
っ
ち
で
落
語
や
音
楽
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
を
企
画
し
、
工
大
二
高

生
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
飲
食
事
業
を
始
め

八
戸
で
の
農
業
や
そ
の
流
通

に
つ
い
て
少
し
で
も
か
か
わ

り
が
持
て
る
よ
う
に
力
を
入

れ
て
い
く
予
定
で
す
。
八
戸

と
首
都
圏
と
を
つ
な
ぐ
こ
と

に
興
味
が
あ
る
二
高
生
や
卒

業
生
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
連
絡
先
：
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3
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こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
、
夢
を

追
い
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。
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、
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ご
活
躍
さ
れ
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と
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期
待

し
て
お
り
ま
す
」
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「今の原点は工大二高にあり」
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〈
三
月
〉　

昨
年
度
三
月
二

日
に
卒
業
し
た
三
九
回
生
の

進
路
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
大
学
、
北
見
工
業
大

学
、
北
海
道
教
育
大
学
釧
路

校
・
函
館
校
、
釧
路
公
立
大

学
、
は
こ
だ
て
未
来
大
学
、

札
幌
市
立
大
学
、
弘
前
大
学

五
名
、
県
立
保
健
大
学
五
名
、

青
森
公
立
大
学
四
名
、
岩
手

大
学
三
名
、
岩
手
県
立
大

学
、
宮
城
教
育
大
学
、
宮
城

大
学
、
秋
田
大
学
、
秋
田
公

立
美
術
大
学
、
山
形
大
学
二

名
、
茨
城
大
学
、
筑
波
大
学

二
名
、
宇
都
宮
大
学
、
高
崎

経
済
大
学
、
信
州
大
学
、
名

桜
大
学
の
国
公
立
大
学
三
八

名
合
格
、
八
戸
工
業
大
学
三

四
名
、
東
北
学
院
大
学
一
一

名
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
四

名
、
専
修
大
学
三
名
、
獨
協

大
学
三
名
、
日
本
赤
十
字
秋

田
看
護
大
学
二
名
、
東
北
福

祉
大
学
二
名
、
駒
沢
大
学
二

名
、
日
本
大
学
二
名
、
玉
川

大
学
二
名
、
武
蔵
野
美
術
大

学
二
名
、
東
京
造
形
大
学
二

名
、
岩
手
医
科
大
学
、
東
北

薬
科
大
学
、
法
政
大
学
、
青

山
学
院
大
学
、
中
央
大
学
、

早
稲
田
大
学
、
東
京
女
子
大

学
、
女
子
美
術
大
学
、
東
洋

大
学
、
神
奈
川
大
学
な
ど
私

立
大
学
一
四
三
名
合
格
、
就

職
に
お
い
て
は
警
視
庁
、
自

衛
官
、
刑
務
官
な
ど
公
務
員

九
名
内
定
し
、
一
般
企
業
二

五
名
内
定
と
い
う
結
果
で
し

た
。

〈
四
月
〉　

五
日
に
二
六
六

人
の
新
入
生
を
迎
え
、
第
四

〇
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
一
八
日
～
二
〇
日
の

三
日
間
に
渡
り
、
新
制
Ｓ
Ｃ

ク
ラ
ス
（
一
年
生
）
の
二
九

名
が
種
差
少
年
自
然
の
家
に

て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

合
宿
を
行
い
、
大
学
受
験
に

向
け
た
今
後
の
学
習
の
あ
り

方
を
学
び
ま
し
た
。

〈
五
月
〉　

二
二
日
～
六
月

五
日
に
か
け
て
、
本
校
卒
業

生
一
〇
名
が
母
校
に
て
教
育

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

〈
六
月
〉　

六
日
～
九
日
に

か
け
て
高
校
総
体
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
男
子
テ
ニ
ス
部
が

学
校
対
抗
戦
（
団
体
戦
）
に

て
準
優
勝
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
美
術
コ
ー
ス
二
年
生
、

成
田
千
夏
さ
ん
の
大
会
ポ
ス

タ
ー
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
二
四
日

～
七
月
七
日
ま
で
第
14
回
高

校
生
国
際
美
術
展
が
行
わ
れ
、

美
術
コ
ー
ス
三
年
生
、
新
山

智
子
さ
ん
の
作
品
が
秀
作
賞

に
川
口
瑠
利
弥
さ
ん
の
作
品

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

〈
七
月
〉　

一
二
日
～
一
七

日
に
か
け
て
学
校
行
事
最
大

の
二
高
祭
が
行
わ
れ
、
二
日

間
の
一
般
公
開
を
含
み
、
大

盛
況
に
無
事
終
え
ま
し
た
。

二
二
日
～
八
月
一
二
日
、
ア

メ
リ
カ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

立
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
て

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
サ

マ
ー
二
〇
一
四
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
一
年
生

の
野
口
和
久
君
が
参
加
し
ま

し
た
。
二
六
日
、
美
術
コ
ー

ス
生
徒
製
作
に
よ
る
ミ
ニ
フ

レ
ー
ム
絵
画
を
、
陸
前
高
田

市
仮
設
住
宅
の
方
々
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
夏

に
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み

で
、
今
年
で
三
年
目
に
な
り

ま
す
。
参
加
者
は
美
術
コ
ー

ス
二
年
生
一
二
名
、
カ
レ
ッ

ジ
コ
ー
ス
三
年
生
九
名
、
写

真
部
の
一
年
生
四
名
合
計
二

五
名
で
、
震
災
か
ら
四
年
後

の
復
興
の
様
子
を
考
察
す
る

機
会
も
持
て
ま
し
た
。

〈
八
月
〉　

四
日
～
七
日
に

は
一
、
二
年
生
合
同
と
三
年

生
単
独
の
合
宿
勉
強
会
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

七
日
～
九
月
二
日
に
は
一
、

二
年
生
の
希
望
者
六
名
が
、

八
戸
工
業
大
学
の
姉
妹
校
で

あ
る
瀋
陽
工
業
大
学
（
中
国

省
）
に
て
、
中
国
語
学
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
歴

史
的
建
造
物
を
見
学
し
、
異

文
化
に
触
れ
ま

し
た
。

〈
九
月
〉　

五

日
、
三
沢
お
も

ち
ゃ
病
院
の
院

長
下
谷
栄
治
先

生
か
ら
「
は
た

ら
く
こ
と
」
と

題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
二
一

日
、
青
森
市
の

ワ
・
ラ
ッ
セ
に

お
い
て
津
軽
地

区
で
は
初
め
て

中
学
生
美
術
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
多
く
の

中
学
生
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〈
十
月
〉　

四
日
、
ス
ー

パ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ク
ラ
ス
一
～

三
年
に
よ
る
階
上
岳
登
山

（
強
歩
）が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

よ
る
豚
汁
の
炊
き
出
し
も
あ

り
、
昼
食
時
に
生
徒
が
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
五
日

ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
っ
ち
を
会
場
に
、
中
学
生

美
術
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
中
学
生
は

五
四
名
で
し
た
。
二
高
生
二

名
も
一
緒
に
制
作
し
ま
し
た
。

ア
ク
リ
ル
絵
具
で
静
物
画
を

描
く
課
題
と
、
パ
ス
テ
ル
を

使
っ
た
自
画
像
デ
ッ
サ
ン
を

実
習
し
ま
し
た
。
一
〇
日
に

は
遠
足
が
行
わ
れ
一
、
三
年

生
は
八
戸
公
園
へ
、
二
年
生

は
新
井
田
公
園
で
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
二
日
に
弘
前
大
学
ド
リ
ー

ム
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

弘
前
大
学
か
ら
六
名
の
先
生

方
に
本
校
に
お
越
し
い
た
だ

き
二
年
生
の
生
徒
達
が
人
文

系
・
教
育
系
・
医
療
系
・
理

工
系
・
農
学
系
・
自
然
環

境
系
の
6
系
統
に
分
か
れ
て

受
講
し
ま
し
た
。
生
徒
達

は
、
講
義
を
通
し
て
よ
り
多

く
の
事
柄
に
興
味
・
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
二
四
日
～
二
六
日
に
は

第
三
五
回
高
総
文
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
青
森

県
高
校
総
合
文
化
祭
の
ポ
ス

タ
ー
に
は
美
術
コ
ー
ス
二
年

生
太
田
佑
佳
さ
ん
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

高
総
文
、
高
総
体
と
も
に
本

校
生
徒
の
作
品
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
美
術
部
門

に
お
い
て
、
美
術
コ
ー
ス
二

年
生
の
志
田
真
菜
実
さ
ん
が

最
優
秀
賞
、
太
田
佑
佳
さ
ん

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

二
作
品
は
来
年
度
滋
賀
県
で

開
催
さ
れ
る
、
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

同
日
の
弁
論
部
門
で
は
一
年

生
の
田
茂
結
羽
さ
ん
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
田
茂

さ
ん
は
来
年
開
催
の
全
国
高

総
文
滋
賀
大
会
の
青
森
県
代

表
に
選
ば
れ
、
全
国
大
会
へ

参
加
す
る
予
定
で
す
。
囲
碁

部
門
に
お
い
て
は
、
四
名
の

生
徒
が
入
賞
し
、
そ
の
う
ち

二
名
の
生
徒
が
東
北
大
会
へ

出
場
し
ま
し
た
。
東
北
大
会

で
は
、
一
年
生
の
磯
崎
綾
華

さ
ん
が
三
勝
二
敗
と
、
全
国

大
会
ま
で
あ
と
一
歩
ま
で
健

闘
し
ま
し
た
。
二
五
日
、
白

神
山
地
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
三
八

名
に
加
え
、
保
護
者
の
方
も

六
名
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
往
復
の
バ
ス
の
中
で

は
、
白
神
山
地
に
関
す
る
内

容
や
世
界
遺
産
に
つ
い
て
等
、

生
徒
達
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
資

料
を
作
成
し
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
白

神
を
満
喫
し
た
一
日
で
し
た
。

二
九
日
、
柾
谷
伸
夫
さ
ん
率

い
る
演
劇
集
団
「
ご
め
企

画
」
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

ま
し
た
。
昔
話
あ
り
、
お
芝

居
あ
り
、
日
本
舞
踊
あ
り
の

盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

で
、
普
段
触
れ
る
機
会
が
少

な
い
本
当
の
南
部
弁
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
舞
踊
の
手
話
舞
踊

を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
泉

徳
穂
さ
ん
は
本
校
の
卒
業
生

と
い
う
こ
と
で
、
堂
々
と
し

た
姿
に
二
高
生
は
尊
敬
の
ま

な
ざ
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

〈
十
一
月
〉　

北
棟
校
舎
一

階
か
ら
三
階
に
あ
る
男
女
ト

イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
完
了
し
、
一
〇
日
か
ら
使

用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
オ

シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
便
座
や
ワ

イ
ド
型
洗
面
台
、
セ
ン
サ
ー

付
き
小
便
器
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

壁
に
も
断
熱
材
が
は
い
り
電

気
ヒ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
冬

で
も
暖
か
い
ト
イ
レ
で
す
。

二
五
日
～
二
九
日
に
か
け
て

修
学
旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
広
島
・
京
都
・
大

阪
・
奈
良
を
巡
り
、
平
和
に

つ
い
て
考
え
、
日
本
文
化
・

歴
史
を
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。

〈
十
二
月
〉　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主

催
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
２
．
０

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
歴
史
文
化
一
六
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〔写真１〕リニューアルした北棟のトイレ

〔写真２〕ブルネイの高校生による優雅なダンス
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開
会

お
茶
の
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク

（
東
京
都
千
代
田
区

　

神
田
淡
路
町
二
‐
九
）

電
話
（
〇
三
）

�

三
二
五
一
‐
七
二
二
二

会
費　

二
千
円

第
17
回
同
窓
会

　
　
　
　
仙
台
支
部
総
会

平
成
27
年
６
月
13
日
（
土
）

�

18
時
開
会

千
の
庭
（
仙
台
市
青
葉
区
中

央
三
‐
六
‐
一
ヤ
マ
ダ
電
機

（
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｉ
）
八
階
）

電
話
（
〇
二
二
）

�

七
三
八
‐
八
五
二
三

会
費　

二
千
円

第
40
回
同
窓
会

　
　
　
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー

平
成
27
年
８
月
８
日
（
土
）

�

18
時
開
会

八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
八
戸
市
吹
上
一
‐

　
　
　
　
　

十
五
‐
九
十
）

電
話
（
〇
一
七
八
）

�

四
三
‐
一
一
一
一

会
費　

二
千
円

　

昨
年
の
同
窓
会
で
は
沢
山

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

陣
ブ
ル
ネ
イ
高
校
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
ブ
ル
ネ
イ
高
校
生

一
九
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受

け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
一

二
日
に
は
歓
迎
式
が
行
わ
れ
、

有
志
に
よ
る
居
合
の
演
舞
や

吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ル

ネ
イ
の
高
校
生
に
よ
る
優
雅

な
ダ
ン
ス
も
披
露
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
一
三
日
に
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
生
徒

や
教
員
が
ス
ケ
ー
ト
や
え
ん

ぶ
り
体
験
で
お
も
て
な
し
を

し
ま
し
た
。
一
三
日
か
ら
一

五
日
の
三
日
間
、
美
術
コ
ー

ス
第
二
九
回
作
品
展
が
、
八

戸
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ラ
ピ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
六
二
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
二
三
日
、
陸
前

高
田
市
の
仮
設
住
宅
に
訪
問

し
、
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
の
寄
贈

を
し
ま
し
た
。

〈
一
月
〉　

九
日
～
一
一
日
、

岩
手
県
北
青
年
の
家
に
て
一
、

二
年
生
ア
ク
テ
ィ
ブ
カ
レ
ッ

ジ
ク
ラ
ス
の
生
徒
を
対
象
に

冬
期
合
同
合
宿
学
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
二
二
日
～
二

三
日
に
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
一
、
二
年
生
が
八
幡
平
リ

ゾ
ー
ト
に
て
ス
キ
ー
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
三
一
日
～
二

月
一
日
に
は
、
本
校
華
道
部

の
花
展
が
ま
ち
の
駅
は
ち
の

へ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

飛 翔 Ｏ Ｂ 会 (6)平成２7年３月２日 第　22　号

主
な
行
事
案
内

第39回同窓会納涼パーティー

第37回関東支部同窓会

第16回仙台支部同窓会

Ｈ26．８．９　　八戸パークホテルにてＨ26．６．21　　お茶の水ホテルジュラクにて

Ｈ26．６．14　　千の庭にて

第
67
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ポ
ス
タ
ー

　

「
最
優
秀
賞
」

�

２
年　

成
田　

千
夏
さ
ん
の
作
品

第
35
回
青
森
県
高
校
総
合
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー

　

「
最
優
秀
賞
」

�

２
年　

太
田　

佑
佳
さ
ん
の
作
品

美
術
コ
ー
ス

生
徒
の
受
賞
作
品
紹
介

　

《
お
知
ら
せ
》

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

平
成
27
年
３
月
15
日(

日)

　
　

開
場　

13
時
30
分

　
　

開
演　

14
時

八
戸
市
公
民
館
に
て
無
料

各同窓会パーティーに
   　　皆様ご参加ください！

先生方や同窓生と一緒に
　楽しい一時を過ごしませんか？


